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！

秋の成田路を
クラシックカーが疾走

近藤真彦さん（中央）に記念のスタンプを押
す小林市長

ラ・フェスタ ミッレミリア2006

　国内外のクラシックスポーツカー約130台が
関東・東北の1都8県を駆け抜ける、「ラ・フェ
スタ　ミッレミリア2006」が10月17日、成田
市を訪れました。スタンプポイントとなった表
参道の観光館前では、小林市長が記念スタンプ
を押して来訪を歓迎。往年の名車たちは、大勢
の市民の歓声に送られながら、次の目的地へと
颯
さっ

爽
そう

と走り抜けていきました。

合併記念事業

　

八
代
、
飯
田
町
、
並
木
町
、
台
方
・
下
方
、
飯
仲
、
宗
吾
の
6
地
区

の
祭
り
の
団
体
と
自
治
会
な
ど
25
の
テ
ナ
ン
ト
が
公
津
の
杜
駅
前
に
集

ま
り〝
元
気
な
町
公
津
〞を
P
R
す
る「
公
津
み
ら
い
2
0
0
6
公
和
祭
」

が
10
月
22
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
祭
り
広
場
で
各
地
区
の
紹
介
が

さ
れ
る
と
会
場
周
辺
は
幾
重
も
の
人
垣
が
で
き
、
総
踊
り
と
と
も
に
会

場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
に
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
公
津
音
頭

の
披
露
、
小
・
中
学
校
音
楽
部
や
地
元
サ
ー
ク
ル
の
発
表
な
ど
も
行
わ

れ
、
駅
前
は
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

公津の杜駅前広場に6地区の山車・屋台・神輿が勢ぞろい

公津音頭に合わ
せ踊りの披露

児童・生徒のすばらしい演奏に観客も足を止め

沿道から声援を送る子どもたち
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　「NARITA花
火 大 会in印 旛
沼 」が10月14
日、八代地先の
北印旛沼湖畔
を会場に開催
され、午後8時
の打ち上げか
ら、1時間にわ
たり約3,000発
の花火が秋の
夜空を鮮やか
に染め上げま
した。当日は快
晴微風の絶好
の花火日和と
なり、市内外か
ら大勢の観客

が詰め掛けた会場では、花火が打ち上がるたびに、大き
な拍手と歓声が沸き上がりました。

　

全
国
の
お
茶
の
間
で
親
し
ま
れ
て
い
る
N
H
K
の
ど
自
慢
の
公
開
生

放
送
が
、
10
月
22
日
、
成
田
市
で
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
国
際
文
化

会
館
に
は
大
勢
の
観
覧
者
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
2
5
0

組
が
出
場
し
た
前
日
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
20
組
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

十お

は

こ

八
番
を
存
分
に
熱
唱
。
出
場
者
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
や
司
会
者

と
の
小
気
味
の
良
い
や
り
と
り
に
、
会
場
は
笑
い
と
感
動
の
渦
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

N
H
K
の
ど
自
慢
公
開
生
放
送

笑
い
あ
り
、
感
動
あ
り
…

成
田
の
魅
力
を
全
国
に
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出場者総出のフィナーレ（中央は
チャンピオンに輝いた幸町の林田
晋太郎さん）

　平成2年から地域の人たちによる手作りで続けられて
きた「ファミリーコンサートin玉造」が、ことしは合併記
念として、10月22日、玉造公民館を会場に行われました。
終始リラックスしたムードの中、子どもから大人まで来
場した150人は、優しい音色で奏でられる四重奏の生演
奏や美しいソプラノの調べなどに聴き入りながら、クラ
シックの魅力を堪能していました。

ファミリーコンサートin玉造

リラックスして
クラシックを
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エンディングは全員で童謡を合唱

NARITA花火大会in印旛沼

大輪の花火が湖畔を
染め上げて
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歌声とともに自慢のサツマイモ
もPR（大栄地区・所の下田吉
郎さん）

1,000人を超える観覧者から声援が

大勢の観衆が詰め掛けた花火会場

� 広報なりた2006.11.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


